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月
30
日
か
ら
8
月
5
日
ま
で
の
7
日
間
、
美
浜
中
学
生
16
人
と
引
率

　
　
　

者
5
人
で
構
成
さ
れ
る｢

美
浜
町
ジ
ュ
ニ
ア
対
外
交
流
団｣

が
、
本
町

と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
台
湾
新し

ん
ぺ
い北
市
石
門
区
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
は
、
町
の
将
来
を
担
う
美
浜
中
学
生
が
異
国
の
文
化
や
生
活
等

に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
る
こ
と
や
、
石
門
國
民
中
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て

社
会
性･

協
調
性
を
養
い
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
対
外
交
流
団
の
石
門
区
訪
問
は
、
平
成
2
年
度
以
降
1
年
お
き

に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
13
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

7

7
月
3 1
日(

木)

8
月
1
日(

金)

生徒たちは、今回のホームステイを通して
何を学び、何を感じたのでしょう。
現地での様子とその感想を紹介します。

台
湾
新
北
市
石
門
区
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

美
浜
中
学
生
が
海
外
で
交
流
し
、
異
文
化
を
体
験

　

新
北
市
石
門
区
は
、
台
湾
の
首
都･

台

北
か
ら
北
へ
25

 

km
に
位
置
す
る
台
湾
最
北

端
の
街
で
す
。
平
成
22
年
12
月
に
行
政
区

が
再
編
さ
れ
、｢

石
門
郷｣

か
ら｢

新
北
市

石
門
区｣

に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

 

面
積
は
51･

26
㎞(

美
浜
町
の
約
3
分
の

1)

、
人
口
は
約
1
万
2
千
人
で
す
。
烏

龍
茶
や
シ
イ
タ
ケ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
蘭
の
産

地
と
し
て
有
名
で
、
12
㎞
に
も
及
ぶ
海
岸

線
は
景
観
が
す
ば
ら
し
く
、
絶
好
の
避
暑

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
は
、
互
い
に
原
子
力
発
電
所
が
立

地
し
て
い
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
昭
和
63

年
8
月
に
姉
妹
都
市
と
な
り
、
以
来
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

MAP 

美浜町 

中国 

台湾

石門区
新北市

7
月
3 0
日(

水)

｢　｣が生徒たちの感想

新北市石門区ってどんなところ？

｢

初
め
は
不
安
で
し
た
が
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
子
が
優
し
く
私
の
手
を

引
っ
張
っ
て
く
れ
て
、
と
て
も
安

心
し
ま
し
た
。｣

｢

バ
ス
の
中
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

ず
っ
と
話
を
し
ま
し
た
。
夕
食
で

は
、
お
か
ず
や
ジ
ュ
ー
ス
を
入
れ

て
く
れ
る
等
、
感
謝
す
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
頑
張
っ

て
日
本
語
を
話
そ
う
と
し
て
く
れ

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。｣　

｢

通
訳
の
方
を
通
し
て
、
パ
ー
ト

ナ
ー
等
と
た
く
さ
ん
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
歓
迎
晩
餐
会

で
は
、
み
ん
な
で
一
緒
に
踊
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。｣

｢

蘭
陽
博
物
館
で
は
、
台
湾
の
歴
史

や
文
化
、
自
然
等
に
つ
い
て
、
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。｣

　

｢

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
や
そ
の
家
族
が
優
し
く
接
し

て
く
れ
、
自
然
と
た
く
さ
ん
話
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、

気
持
ち
は
相
手
に
伝
わ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。｣　

｢

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
家
族
と
も

仲
良
く
な
れ
た
の
で
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
日
本
の
お
土
産
も

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
と
て
も
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。｣　

歓迎晩餐会

みんなでダンス

萬里野柳地質公園

蘭陽博物館を見学

宜蘭傳藝センター周辺を散策

ホームステイ先の家族

　

石
門
区
役
所
で
歓
迎
を
受
け
た

後
、
一い

っ
て
き
す
い

滴
水
紀
念
館
や
淡た

ん
こ
う江
大
学

海
事
博
物
館
、
萬ま

ん

里り

野や

柳
り
ゅ
う

地
質

公
園
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
歓
迎
晩
餐さ

ん

会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

台
湾
桃と

う
え
ん園
国
際
空
港
に
到
着
す

る
と
石
門
区
か
ら
の
出
迎
え
が
あ

り
、
生
徒
た
ち
は
今
回
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
石

門
國
民
中
学
生
と
初
顔
合
わ
せ
を

し
ま
し
た
。　

　

蘭ら
ん

陽よ
う

博
物
館
や
宜ぎ

蘭ら
ん

傳で
ん

藝げ
い

セ
ン

タ
ー
等
を
訪
れ
、
台
湾
の
伝
統
芸

術･

文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
か
ら
は
、
石
門

國
民
中
学
生
宅
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

｢

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
1
日
目
は
、
緊
張

と
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
台
湾

の
方
は
、
私
に
と
て
も
優
し
く
し

て
く
れ
ま
す
。｣　

台湾桃園国際空港で記念撮影
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 今回、この交流活動に参加できて、本当

に嬉しかったです。

　この 1 週間、私たちは楽しく過ごすこ

とができました。また、さまざまなとこ

ろへも行きました。

　私は、来年の冬休みに日本へ行くこと、

パートナーの家族に会うこと、日本の文

化や環境を知ることをとても楽しみにし

ています。

　石門区と美浜町の役場の方々のおかげ

で、今回このような素晴らしい経験をさ

せていただきました。皆さんに本当に感

謝しています。ありがとうございました。

 　日本からのパートナーに会うことがで

き、この 1 週間本当に楽しかったです。

　私は現在、一生懸命日本語を習ってい

ます。今はまだ上手ではありませんが、

これからもっと頑張って練習していこう

と思います。いつか、通訳の先生の助け

を借りず、自分の力で皆さんと日本語で

喋れるようになりたいです。

　冬休みには、私たちは日本へ行きます。

皆さんにまたお会いできることを楽しみ

にしています。私たちのことを忘れない

でくださいね。ありがとうございました。

石門國民中学校 2 年

楊士霆

石門國民中学校 1 年

林妙　
美浜中学校 2 年

馬野一真

美浜中学校　2 年

上野和奏

　

こ
の
日
は
台
北
市
へ
移
動
し
、

古
代
中
国
の
美
術
品
等
を
展
示
し

て
い
る
故こ
き
ゅ
う宮
博
物
館
や
忠ち

ゅ
う
れ
つ
し

烈
祠
等

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら
石
門
國

民
中
学
校
へ
登
校
し
、｢

ち
ま
き

作
り｣

や｢

陶お
か
り
な笛

吹
き｣

、｢

獅
子

舞｣

等
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
3
日
目
を
迎
え
た
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
も
こ
の
夜
が
最
後
に
な
り
ま

し
た
。

　

新
北
市
政
府
を
訪
問
し
た
後
、

天
然
素
材
を
用
い
て
石
鹸
を
製
造

し
て
い
る
茶ち

ゃ

山さ
ん

房ぼ
う

石
鹸
文
化
体
験

館
で
、
石
鹸
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

最
後
の
夕
食
会
に
は
パ
ー
ト

ナ
ー
も
出
席
し
、
み
ん
な
で
台
湾

最
後
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

石
門
区
役
所
で
の
お
別
れ
会
で

は
、
別
れ
を
惜
し
み
握
手
し
た

り
、
抱
き
合
う
生
徒
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
台
湾

桃
園
国
際
空
港
へ
行
き
、
生
徒
た

ち
は
パ
ー
ト
ナ
ー
に
見
送
ら
れ
日

本
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

8
月
2
日(

土)

8
月
3
日(

日)

8
月
4
日(

月)

8
月
5
日(

火)

　台湾では、たくさんのすばらしい体験

をすることができました。すべてが初め

ての体験で、とても楽しかったです。

　台湾では、2 つのことを学びました。

　1 つ目は、優しさです。パートナーを

はじめ、すべての人たちが最高のおもて

なしで僕たちを迎えてくれました。スコー

ルが降った日、ある 1 人の子が自分のカッ

パを他の人に渡していたことが心に残っ

ています。その時、本当のかっこ良さと

優しさを学びました。

　2 つ目は感謝です。この体験ができてい

るのは、当たり前ではなく、さまざまな

人の助けがあったからです。絶対に感謝

だけは忘れないようにしたいです。これ

からは、この大きな経験を活かして頑張

ります。皆さん、本当にありがとうござ

いました。

　今回、ホームステイに参加して、大変

貴重な体験をさせてもらいました。

　台湾で過ごした 1 週間は、日本では経

験できないことばかりで、すごく充実し

ていました。

　言葉の壁はありましたが、それ以上に

ホームステイ先の方々が優しく、温かく

接してくださり、とても楽しく過ごすこ

とができました。温かく迎えてくださっ

た台湾の方々や役場の方々、学校の先生

方、そして両親には本当に感謝していま

す。

　来年、美浜町に来てくれた時には、恩

返しをするつもりで、温かく迎えてあげ

たいです。

｢

忠
烈
祠
の
兵
士
は
、
と
て
も
き
び

き
び
と
し
た
動
き
を
し
て
い
ま
し

た
。｣　

｢

最
後
の
夕
食
会
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
楽
し
い
思
い
出
が
胸
か
ら
じ

わ
っ
と
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。｣

｢

お
別
れ
会
で
は
、
台
湾
の
生
徒
が

一
生
懸
命
日
本
語
で
手
紙
を
読
ん

で
く
れ
て
、
す
ご
く
感
動
し
て
泣

き
ま
し
た
。
本
当
に
最
高
の
１
週

間
で
し
た
。｣　

｢

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
は
、

明
日
の
朝
で
お
別
れ
で
す
。
朝
が

来
て
ほ
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
明
日
の
朝
、
少
し
で
も
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。｣　

｢

ち
ま
き
作
り
や
、
陶
笛
吹
き
で

は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
た
く
さ
ん
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
台
湾
の
子

の
優
し
さ
に
は
、
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。｣　

｢

石
鹸
作
り
で
は
、
自
分
の
好
き
な

色
や
香
り
、
形
に
つ
く
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
良
い
も
の
が
作
れ

ま
し
た
。｣　

｢

台
湾
の
方
は
、
僕
に
も
の
す
ご

い
お
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
来
年
1
月
に
は
、
そ
れ
以
上

の
お
も
て
な
し
で
迎
え
て
あ
げ
た

い
で
す
。｣　

｢

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
魚
介
類
を

食
べ
に
行
き
ま
し
た
。
蟹
や
海
老

は
日
本
で
も
食
べ
ま
す
が
、
調
理

の
仕
方
で
日
本
と
は
ま
た
違
う
味

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。｣

　

ホームステイ先で誕生会

忠烈祠の兵士

陶笛吹き体験

最後の夕食会で陶笛を披露する
美浜中学生

新北市政府展望台からの景色

石鹸作り体験

パートナーやホームステイ先の
家族との別れを惜しむ生徒たち

獅子舞体験

ちまき作り体験

故宮博物館

｢

最
後
の
夕
食
会
で
、
台
湾
の
生

徒
た
ち
が
歌
を
歌
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
一
生
懸
命
歌
っ
て
く
れ
て
涙

が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。｣

　

今
回
の
訪
問
で
、
生
徒
た
ち
は

異
な
る
言
語
や
文
化
等
に
触
れ
、

初
め
て
の
経
験
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
多
く
の
こ
と
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

来
年
1
月
に
は
、
さ
ら
な
る
友

好
を
築
く
た
め
に
、
石
門
國
民
中

学
校
の
生
徒
が
本
町
を
訪
れ
る
予

定
で
す
。

マさん

さん

さん

さん
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　　　では、平成19年度に保育サービスの充実を目的に、9つの保育所を4つの保育園(内1園
　　　休園中)に再編し、さらに、保育環境の向上を図るため、順次新園舎の建築を進めてきま
した。この度、みずうみ保育園が完成し、3保育園すべての新築工事が完了しました。
　園舎は温もりのある木造の平屋建てで、園舎内の遊戯室には、多目的ランチホールを併設。
3歳～5歳児が交流しながらの昼食や、食育や地域との交流の場として、多目的に活用すること
ができます。この他、子どもの発達段階に合わせた保育ができるように、0歳～2歳児専用の遊
戯室(未満児ホール)や園庭を設けました。
　今年2月下旬に完成した園舎では、3月10日から保育を行っており、この度、旧園舎の取り
壊し及び駐車場の整備が完了し、7月24日に落成式を行いました。
　参加した園児たちは、お礼の言葉と元気一杯な歌を披露し、新保育園の
完成を祝いました。

町

構造　　　　木造 瓦葺き 平屋建て

建築床面積　999㎡

建築面積　　1,224㎡

敷地面積　　5,565.68㎡

↑歌で保育園の完成を祝うくじら組園児

　　　月20日午後3時に、舞鶴若狭自動車道 小浜IC～敦賀JCT(延長　
　　　39km)が開通しました。
　午前中は、記念式典が美浜町総合体育館で行われ、国、県、嶺南各市
町首長及び議会議員、沿線集落代表者、中日本高速道路㈱等、約470
人が出席し開通を祝いました。その後、あいにくの荒天により、三方五
湖PAで予定していたテープカットを美浜町総合体育館で行った後、三
方五湖PAから若狭美浜ICを関係車両約50台が通り初めをしました。
　同日、縄文ロマンパーク(若狭町)では、若狭路さとうみフェスティバ
ルと題した記念イベント(県内市町の物産展や芸能ステージ等)が開催さ
れ、舞鶴若狭自動車道の全線開通を盛大に祝いました。

7

み
ず
う
み
保
育
園
完
成

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
全
線
開
通

2014.9 月号

保育室 保育室トイレ 保育室 倉庫

遊戯室

調理室

ランチルーム

玄関

職員室

保育室
(未満児)

保育室
(未満児)

トイレ

未満児ホール

保育前室

プール

駐車場

園庭

未満児専用園庭

②

③

⑥

⑦

⑤④

①

(うち園庭 約1,869㎡)

①園舎正面

②園舎園庭側

③保育室 ④遊戯室 ⑤ランチルーム

⑥未満児ホール ⑦未満児専用園庭 ⑧プール

⑧

①美浜町総合体育館で行われたテープカット

①

②

③ ④

⑤
⑤若狭路さとうみフェスティバルで力強い太鼓を
　披露する五湖美浜太鼓

②舞鶴若狭自動車道(佐野～麻生)

③関係車両の通り初め

④舞鶴若狭自動車道全線開通を記念して行われた
　若狭路さとうみフェスティバル

↑道路に設置されて
　いる美浜町の標識
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7
　
　

  

月
23
日
に
、
第
1
回
美
浜
町
総
合

　
　
　

振
興
計
画
審
議
会
を
町
役
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
、｢

第
五
次
美
浜
町
総
合

振
興
計
画｣

策
定
に
あ
た
り
、町
長
か
ら
の

諮
問
を
受
け
、計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、調
査
、審
議
、答
申
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、｢

第
四
次
美
浜
町
総
合
振
興

計
画｣

を
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
の
10
ヵ
年
計
画
と
し
て
策
定
し
て
お

り
、
こ
の
度
、
現
計
画
が
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
や
、
多
様
な
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
新
た
に
平
成
28
年
度
を
初
年

度
と
す
る｢

第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画 

基
本
構
想･

基
本
計
画｣

を
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
に
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

　

10
年
間
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
美
浜
町

の
将
来
像
と
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
や
政
策
大
網
を
定
め
、
本
町
が
目
指
す

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
し
ま
す
。

　

基
本
構
想
で
位
置
づ
け
た
町
の
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
施
策
を
具
体
化

し
、
分
野
ご
と
に
そ
の
内
容
を
体
系
的
に

示
し
ま
す
。

▼
実
施
計
画(

期
間 

3
年)　

　

基
本
計
画
で
示
し
た
施
策
に
関
す
る
主

要
事
業
の
実
施
時
期
等
の
具
体
的
な
内
容

を
示
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
度
の
予
算
編

成
の
指
針
と
な
り
、
財
政
事
情
を
勘
案
し

な
が
ら
毎
年
度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

計
画
の
構
成
と
期
間

町
民
参
画
と
庁
内
体
制

①総合振興計画審議会 40 人

総務部会 くらし ･ 環境部会 福祉 ･ 健康部会

産業部会 教育 ･ 文化部会

　総合振興計画策定委員会 17 人
計画原案の策定母体 ( 委員長 : 副町長 )
副町長 ･ 教育長、各課 ( 局 ･ 室 ) 長、会計管理者により構成

　総合振興計画専門部会 47 人
課長補佐級、主査級、主事級で構成

※計画策定の実務担当

③はあとふる 37　27 人
まちづくりに興味 ･ 関心を持つ町民等で構成

協　働 [ 町民参画 ]

②町民アンケート等の実施
④パブリックコメントの実施
⑤まちづくり絵画 ･ 作文募集
⑥まちづくりサマー座談会
⑦大学等との連携 ( 外部意見 )
・まちづくりフォーラム
・ハートフル対話

[ 町民参画 ]

町長
答申

諮問

議会

策定体制

議決提案

総務部会 くらし ･ 環境部会 福祉 ･ 健康部会 産業部会 教育 ･ 文化部会

美浜町振興計画審議会条例に基づき、学識経験者、町議会議員、
各種団体の代表で構成

住民･各種団体･行政の連携により、幅広い年齢層が

協働のまちづくりに参加できる環境を作ります

　

計
画
は
、｢

基
本
構
想｣

と｢

基
本
計
画｣

で
構
成
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
度
の
予
算

編
成
の
指
針
と
な
る｢

実
施
計
画｣

を
策
定

し
、
事
業
の
具
体
的
な
進
行
管
理
を
行
い

ま
す
。

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

基本構想 
H28～H37(10年)

基本計画 
H28～H32(5年)

実施計画 (3年) 3 年間毎年度見直しを実施

｢
第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画｣

策
定
へ
向
け
て
始
動

美
浜
町
総
合
振
興
計
画
と
は

　

美
浜
町
総
合
振
興
計
画
と
は
、
本
町
に

お
け
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
最
上
位
計
画

で
あ
り
、
町
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
長
期
的
な
展
望
の
も
と
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
行
政
と
財
政
運
営
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　
｢

第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画｣

は
、

｢
地
方
自
治
法
第
96
条
第
2
項
に
よ
る
美

浜
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
項
を
定
め
る

条
例｣

に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
振
興
計
画
策
定
委
員
会

　

副
町
長
を
委
員
長
と
し
、
教
育
長
、

各
課(

局･

室)

長
、
会
計
管
理
者
で
構

成
。
計
画
策
定
に
関
す
る
審
議
等
、
総

合
的
な
調
整
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
計

画
案
に
つ
い
て
検
討
し
、
専
門
部
会
に

対
し
必
要
な
指
示
を
与
え
ま
す
。

　

総
合
振
興
計
画
専
門
部
会

　

課
長
補
佐
級
、
主
査
級
、
主
事
級
で

構
成
。
職
員
自
ら
が
担
当
業
務
の
将
来

を
見
据
え
た
政
策
立
案
や
事
業
展
開
を

行
っ
て
い
く
た
め
、
計
画
原
案
の
策

定
、
そ
の
他
計
画
策
定
に
必
要
な
調

査
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

①
総
合
振
興
計
画
審
議
会

　

｢

美
浜
町
振
興
計
画
審
議
会
条
例｣

に

基
づ
き
、
学
識
経
験
者
、
町
議
会
議

員
、
各
種
団
体
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る

審
議
会
を
設
置
。
町
長
か
ら
の
諮
問
に

応
じ
、
総
合
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
調
査
、
審
議
、
答
申
を
行
い
ま

す
。

③
は
あ
と
ふ
る
37

　

ま
ち
づ
く
り
に
興
味･

関
心
を
持
つ

町
民
等
で
構
成
。
職
員(

専
門
部
会)

と

合
同
に
よ
る
会
議
を
開
催
す
る
等
、
地

域
資
源
と
協
働
事
業
の
掘
り
起
こ
し
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
政
に
つ
い
て
自

由
に
論
議
し
、
問
題
提
起
や
提
言
等
を

行
い
ま
す
。

②
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施

　

町
民
や
各
種
団
体
、
町
内
中
学
生
等

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
具
体
的
な
ニ
ー
ズ

や
提
案
等
を
把
握
し
、
計
画
に
反
映
さ

せ
ま
す
。

④
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

策
定
し
た
計
画
原
案
に
つ
い
て
、
町

民
か
ら
の
意
見
を
幅
広
く
求
め
、
提
出

さ
れ
た
意
見
を
参
考
に
し
て
計
画
へ
の

活
用
を
図
り
ま
す
。

⑤
ま
ち
づ
く
り
絵
画･

作
文
募
集

　

10
年
後
の
美
浜
町
を
担
う
小･

中
学
生

を
対
象
に｢

未
来
の
美
浜
町｣

を
テ
ー
マ

と
す
る
絵
画･

作
文
を
募
集
す
る
等
、
若

い
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

の
向
上
と
提
案
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

⑥
ま
ち
づ
く
り
サ
マ
ー
座
談
会

　

現
計
画
策
定
時
の
平
成
17
年
3
月
に

開
催
し
た｢

美
浜
町
子
ど
も
議
会｣

の
参

加
者
と
、
同
世
代
の
町
職
員
に
、
10
年

前
と
現
在
の
美
浜
町
を
検
証
し
て
も
ら

い
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
等

の
把
握
を
行
い
ま
す
。

⑦
大
学
等
と
の
連
携(

外
部
意
見)

　

町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
大
学
等
か

ら
の
外
部
意
見
を
取
り
入
れ
て
計
画
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

【 庁内体制 】 【 町民参画 】

←平成 17 年 12 月に議会
　の議決を経て策定した
　｢ 第四次美浜町総合振興
　計画 ｣( 町ホームページ
　に掲載 )

▼
基
本
計
画(

期
間 

5
年)　

▼
基
本
構
想(

期
間 

10
年)　

↑第 1 回総合振興計画審議会

※お問い合わせ先　町企画政策課 ( 担当 ･ 山本 )　☎ 32‐6701

1□

2□

1□

2□
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■ お問い合わせ先
　町健康づくり課 ( 担当 ･ 関口 )
　 ☎ 32‐6713

げんげん運動推進モデル地区の取り組み

　
　
　

で
は
、
平
成
25
年
6
月
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で

の
間
、｢

げ
ん
げ
ん
運
動｣

の
推
進

を
目
的
に
、
日
向
区
、
河
原
市
区
、

丹
生
区
を
推
進
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
モ
デ
ル
地
区
は
、｢

げ
ん
げ
ん

運
動｣

を
地
域
か
ら
全
町
へ
広
め
る

こ
と
、ま
た
、地
域
の
特
色
を
活
か
し
、

継
続
可
能
な
健
康
づ
く
り
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
委
嘱
し
た
も
の
で

す
。
今
年
度
は
、
3
地
区
す
べ
て
が

次
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町

▼
ひ
る
が
☆
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ

　

各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

日
向
湖
と
い
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

適
し
た
環
境
を
活
か
し
、
歩
数
目
標

を
立
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
健

康
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

▼
第
3
水
曜
日
は
健
康
相
談
の
日

▼
塩
分
調
査

　

全
世
帯
を
対
象
に
、
家
庭
の
み
そ

汁
等
の
塩
分
濃
度
を
測
り
ま
す
。

▼
適
正
塩
分
の
ふ
る
ま
い
汁

　

水
中
綱
引
き
で
ふ
る
ま
う
ブ
リ
汁

を
適
正
塩
分
で
提
供
し
ま
す
。

　

区
内
に
あ
る
丹
生
診
療
所
と
連
携

し
て
、
栄
養
士
や
保
健
師
の
個
別
相

談
を
毎
月
実
施
し
ま
す
。

▼
げ
ん
げ
ん
コ
ー
ナ
ー
を
充
実

　

丹
生
診
療
所
で
、
減
塩
レ
シ
ピ
や

げ
ん
げ
ん
運
動
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
展
示
し
ま
す
。

▼
尿
中
塩
分
測
定
の
実
施

　

20
歳
以
上
の
区
民
全
員
を
対
象

に
、尿
中
塩
分
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

▼
み
ん
な
で
減
ら
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

区
役
員
、
信
友
会(

30
歳
か
ら
50

歳
代
男
性)

、
す
み
れ
会(

30
歳
か

ら
50
歳
代
女
性)

が
、
チ
ー
ム
対
抗

で
6
个
月
間
に
減
ら
し
た
体
重
を
競

い
ま
す
。

①
健
診
受
診
率
の
ア
ッ
プ

　

特
定
健
診
受
診
者
数
を
上
げ
、

早
期
の
生
活
改
善
を
図
る
こ
と

で
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
及
び
重

症
化
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
健
康
意
識
の
普
及

　

食
事
や
運
動
を
テ
ー
マ
と
し
た

健
康
教
室
の
開
催
に
よ
り
、
正
し

い
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

③
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動

　

各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
活

動
で
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

↑歩き方の基本等を学ぶウォーキング教室

↑国吉城跡への登山

↑丹生区と連携を図り健康づくりに
　取り組む丹生診療所 ↑毎月第3水曜日に実施している健康相談

↑プロジェクト参加者でウォーキングを実施

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

　
　
　

で
は
、
今
年
度
、
町
内

　
　
　

の
農
業
及
び
農
地
を
守

り
、
振
興
し
て
い
く
た
め
の
施

策
と
し
て
、
美
浜
町
農
業
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
町
の
現
状
把

握
や
、
計
画
の
柱
と
な
る
課
題
や

施
策
を
検
討
す
る
た
め
、
農
業
関

係
者
に
よ
る
懇
談
会
を
2
回
実
施

し
、
得
ら
れ
た
意
見
を
基
に
、
8

月
１
日
に
、
計
画
内
容
を
検
討
す

る
第
１
回
計
画
策
定
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
専
門
分
野
ご
と
に
意

見
を
求
め
る
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を

■ お問い合わせ先
　町農林水産課 ( 担当 ･ 上光 )
　 ☎ 32‐6706

美浜町農業基本計画を策定します

町

開
催
し
な
が
ら
、
委
員
会
で
協
議

を
重
ね
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

↑利益追求を目的に大規模化、効率化を進める
　農業と、地域の農地を守りながら経営を向上
　させる農業のそれぞれの農業形態の施策につ
　いて検討する第1回計画策定委員会

■ 美浜町農業基本計画策定の経緯

･全国的に米の過剰供給、農家所得の減少、農地の荒廃等が生じる恐れ

･町では、農業者の高齢化や後継者不足、機械更新が困難等の理由で、  
 農業の継続、農地の保全が危ぶまれている

国内の生産体制強化のた
め、農業の大規模化、効率
化及び園芸導入を推進

中山間地で条件不利地が多く、
担い手農家が地域全体を保全し
ながらの大規模化、効率化を進
めることが困難

国や県の方針とあわせて、町内の農業の現状を踏まえながら、町
内の農業及び農地を守り、振興していくための施策を町独自の観
点で検討し、今後の町の農業のあり方を定めることが必要

国･県 町

町独自の
取り組み

日
向
区

丹
生
区

河
原
市
区

美浜町農業基本計画の策定

国･県の農業施策

･TPP(環太平洋戦略的経済連携協定)の参加交渉が始まり、農作物の  
 関税撤廃による海外の安い農作物流入が懸念される

･国の米政策として、米の生産調整及び直接支払金が廃止される

　
　
　

で
は
、｢

第
四
次
美
浜
町

　
　
　

総
合
振
興
計
画｣

に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

｢

自
律
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
基
本
目
標
に
掲
げ
た『
第
3
次

美
浜
町
行
財
政
改
革
大
綱
』を
策

定
し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
改
革
に
伴
う
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
町
で
は
、

１
０
０
項
目
の
課
題
を
定
め
た

『
行
財
政
改
革
１
０
０
の
実
行

プ
ラ
ン
』に
よ
り
、
職
員
数
の
削

減
や
民
間
委
託
、
保
育
園
や
小

学
校
の
再
編
、
町
民
と
行
政
と

■ お問い合わせ先
　町総務課 ( 担当 ･ 武田 )
　 ☎ 32‐6700

行財政改革100の実行プランの取り組み

■｢成果主義｣｢能力主義｣に基づく人事評価制度の導入

■定員適正化計画の推進
(平成20年度216人 → 平成25年度192人）

■庁舎節電対策の徹底
(平成23年度 719,270kwh → 平成25年度 584,851kwh）

■集落内の除雪に民間活力を活用
(地元区への重機貸出し等／11地区3業者）

■指定管理者制度等の導入(はあとぴあ、給食センター)

の
適
切
な
役
割
分
担
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等
を

図
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

さ
ら
に
、
政
策･

目
標
の
共
有

化
、
事
務
事
業
等
の
選
択
と
重

点
化
、
説
明
責
任
と
透
明
性
の

向
上
の
た
め
、
副
町
長
と
管
理

職
で
組
織
す
る｢

行
財
政
改
革
推

進
委
員
会｣

で
進
捗
管
理(

評
価･

検
証)

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
行
財
政
改

革
の
基
本
方
針
で
あ
る
、
人･

財

政･

制
度･

体
制･

情
報
シ
ス
テ
ム

の
改
革
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

これまでの取り組み例の一部

①

①平成26年度から指定管理者制度を
　導入した｢はあとぴあ｣

③節電対策で役場庁舎に設置している
　蛍光灯ダミー管

②

③

②平成24年度から調理･配送業務を
　委託している｢給食センター｣

町
《全体の進捗率:約70％》
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シリーズ ｢ ごみゼロの循環型のまちづくりを目指して！ ｣ ④

粗
大
ご
み
と
は

　

粗
大
ご
み
は
、
町
の
指
定
袋
に
入
ら
な

い
大
き
さ
の
も
の
や
、
重
量
が
8

 

Kg
以
上

の
も
の
で
す
。(

家
具
類
、
ベ
ッ
ド
、
ソ

フ
ァ
ー
、
自
転
車
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
タ
タ

ミ
、
建
具
、
木
竹
類
等)

　

ま
た
、
ガ
ス
器
具
や
灯
油
器
具
等
は
、

町
の
指
定
袋
に
入
る
大
き
さ
で
も
収
集
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
粗
大
ご
み
と
し
て
、
エ

コ
ク
ル
美
方
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。(

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
本
体
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
、
瞬
間
湯
沸
か
し
器
、
ス
ト
ー
ブ
、

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
等)

※
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯

機
、
乾
燥
機
、
パ
ソ
コ
ン
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
の
対
象
と
な
る
た
め
、
エ
コ
ク
ル

美
方
へ
は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

解
体
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

　

エ
コ
ク
ル
美
方
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
持
ち
込
ま
れ
た
粗
大
ご
み
は
、
資
源
化

率
を
高
め
る
た
め
に
、
職
員
が
手
作
業
で

分
別
・
分
解
を
行
い
ま
す
。

　

家
具
か
ら
は
、
釘
や
ビ
ス
、
蝶
番
等
、

金
属
部
品
を
取
り
外
し
ま
す
。
ソ
フ
ァ
ー

や
ベ
ッ
ド
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
ス
プ
リ
ン

グ
も
、
職
員
の
手
作
業
で
解
体
し
、
分
別

し
ま
す
。
電
源
コ
ー
ド
や
金
属
線
が
つ
い

て
い
る
も
の
は
資
源
化
の
た
め
に
取
り
外

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

｢
美
浜
町
環
境
基
本
計
画｣

に
お
け
る

循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、
エ
コ
ク
ル
美
方
の
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
環
境
負
荷

を
低
減
さ
せ
、
再
資
源
化
率
を
高
め
る
た

め
の
作
業
が
日
々
続
い
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
エ
コ
ク
ル
美
方
で
分
別
さ
れ

た｢

資
源｣

が
引
き
取
ら
れ
て
い
く
過
程

を
紹
介
し
ま
す
。

↑家具から金属部品が取り外される

←ソファーやベッド　
　等に内蔵されている
　スプリングの解体

←手作業ですべて取
　り外される金属線

※お問い合わせ先　
町住民環境課　担当･上野　☎32‐6703

～粗大ごみ編～

　粗大ごみは、自家用車等でエコクル美方のリサイクルプラザへ
直接持ち込むこととなっています。
　今月号では、粗大ごみのリサイクルについて紹介します。

資源リサイクルへの
　　　　　取り組み

美浜発電所の状況

　今回の報告では、7月18日から8月18日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

↑関西電力㈱から安全対策の実施状況等
　について説明を受ける委員

　

8
月
4
日
に
、
美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
で
第
１
８
４
回
町
原
子
力
環
境
安
全

監
視
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
去
る
7
月
18
日

に
開
催
さ
れ
た
第
１
８
７
回
福
井
県
原
子

力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の
報
告
等
の
ほ

か
、
関
西
電
力
㈱
に
美
浜
発
電
所
の
安
全

対
策
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
関
西
電
力
㈱
に
対
す
る
主

な
質
疑
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
８
４
回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
　

 

現
在
、
美
浜
発
電
所
の
基
準
地
震
動

は
７
５
０
ガ
ル
で
、
事
業
者
と
し
て
は
現
段

階
で
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

今
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
と
の
議
論
の
中

で
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
免
震
事
務
棟
の
建
設
工
事
に
つ
い
て

は
、
そ
の
評
価
値
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、

作
業
を
一
時
的
に
止
め
て
い
る
。

答
1

　

   

去
る
7
月
16
日
に
、
九
州
電
力
㈱
川

内
原
子
力
発
電
所
の
新
規
制
基
準
適
合
性

の
審
査
書
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
審
査
過
程
に
お
い
て
、
川
内
発
電
所

の
基
準
地
震
動(

※
１)

の
評
価
値
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
現
在
、
美
浜
発
電
所
で
は
免

問
1

震
事
務
棟
の
建
設
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
現
在
の
基
準
地
震
動
の
評
価
値
は

問
題
な
い
の
か
。

　

   

先
日
、
関
西
電
力
㈱
の
社
員
採
用
計

画
の
見
直
し
の
新
聞
報
道
が
あ
り
、
高
等

学
校
卒
業
者
の
採
用
を
見
送
る
と
さ
れ
て

い
た
が
、
今
後
、
高
等
学
校
卒
業
者
は
対

象
と
な
ら
な
い
の
か
。

問
2

　
　

 

当
初
は
、
平
成
27
年
度
の
採
用
計

画
ど
お
り
、
大
学･

高
等
専
門
学
校･

高
等

学
校
の
卒
業
者
等
の
採
用
を
予
定
し
て
い

た
が
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
時
期
が

見
通
せ
ず
、
当
社
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

が
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
4
月
以
降
実
施
し
て
き
た
大
学

卒
、
高
等
専
門
学
校
卒
業
者
採
用
の
状
況

を
考
慮
し
、
現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
採
用

者
数
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

苦
渋
の
選
択
と
し
て
、
平
成
27
年
度
の
採

用
計
画
人
員
数
を
見
直
し
た
。
そ
の
た

め
、
今
年
度
の
高
等
学
校
卒
業
者
、
他
学

歴
に
お
い
て
も
、
採
用
活
動
を
中
止
す
る

こ
と
と
し
た
。
次
年
度
以
降
は
、
現
在
何

答
2

も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
採
用
計
画
の
見
直

し
に
対
し
、
地
元
の
高
等
学
校
の
み
な
ら

ず
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
や
、
入
社
を
志

望
い
た
だ
い
て
い
た
学
生
の
皆
様
等
、
多

方
面
の
方
々
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
、
誠
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
委
員
会
で
の
審
議
終
了
後
は
、

美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
の
実
施
状
況
を

確
認
す
る
た
め
、
美
浜
発
電
所
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
美
浜
発
電
所

の
安
全
対
策
の
実
施
状
況
等
を
適
宜
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

(

※
１)

基
準
地
震
動

　

原
子
力
発
電
所
の
耐
震
設
計
に
お
い
て

基
準
と
す
る
地
震
動
。
地
質
構
造
的
見
地

か
ら
、
施
設
周
辺
に
お
い
て
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
最
大
の
地
震
の
揺
れ
の
強
さ

の
こ
と
。︵
単
位
は
ガ
ル)

↑美浜 3 号機の海水ポンプ周りの防護壁を
　確認する委員


